


「宇宙の終り」10円

　学校で、宇宙科学の授業が行われていた。教室の中で、大勢の生徒が席に座っている。
「教科書１０２ページを開いてください」
生徒は教科書をめくる。第八章、恒星について。
「宇宙は、わたしたちが思っているよりはるかに巨大だ。空にキラキラ輝く星たち、あれはほとんど恒星と言われています。太陽も恒星の一つです。太陽より、大きい恒星もありますよ」
「すげぇ」
特に男子たちがざわつく。
「何か質問はありますか？」
「（お前きいてみろよ）」
「（俺はいいって）」
「（あの先生には、生半可の知識じゃ勝てねえって）」
生徒たちは、なかなか質問しようとしなかった。
「はい」
熱心な生徒が手をあげた。
「（まじかあいつ）」
「（新たな犠牲者だな）」
「はいそこ」
生徒は立ちあがった。
「はい先生、質問があります。宇宙の終りって、何があるのですか？」
「良い質問だね」
宇宙の文字と、オブジェクトを黒板に書き始めた。
「宇宙はビッグバンが始まってから、永遠に広がり続けている。今、この時間も広がっているのですよ」
「はい」
「宇宙の終りなんて、何万光年も遠い距離にある。人類は、たどり着くことはできないだろう」
「この前開発されたコールドスリープ装置があるじゃないですか」
「仮に何万年も眠れたとして、機械に異常が起これば、助からないよ。たどり着くのは難しいだろうね」
生徒は、悔しくなり続けた。
「ワープ装置はどうなのです？」
「ワープ装置は、光りより早いと言われてきた素粒子が、実際の実験で遅いという結果がでている。今の技術で開発するのは無理じゃないかな」
自分の知識で、さらに先生に問いかける。
「宇宙コロニーごと移動しては？」
「地球の資源が持たないね」
「それでは、宇宙船で１００組ほどの男女で、子孫を残していく手法はどうでしょうか」
「人間は動物じゃなくてね。パートナーと愛しあって、初めて結ばれる。今のご時世男女平等だから難しいね。男尊女卑の江戸時代ならよかったね」
生徒はとにかく、先生をぎゃふんと言わせたかった。
「でしたら、地球自体を移動できませんか？」
「地球にある核ミサイルを全部つかっても難しいね。移動できたとしても、太陽から遠く離れると気温が下がり、作物が育たなくなり、人類は滅びるだろうね」
生徒は、少しの可能性でも賭けてみたかった。
「彗星に、宇宙船をくくり付けて進めませんか」
「彗星は、太陽に吸い込まれるから、溶けてしまうよ。それに、炭素繊維のカーボンでも、繋ぎ止めるのは不可能で耐えられないよ」
生徒の反撃も尽きてきた。
「探査衛星を飛ばして、宇宙の終りの写真を送れませんか？」
「地球から離れすぎたら、コントロールする電波が届かないと思うよ」
空想の領域に入る。
「私が、宇宙の終りにいける光速ですすめる宇宙船を造ります」
「光速ですすむと、それに伴う重力がかかる。人間は、巨大な重力に耐えられないと思うよ」
生徒は、押し黙った。
「……」
「（結構頑張ったけどな）」
「（あれだけ、善戦できりゃ良かったんじゃね）」
先生は、知識を総動員して本気で蹴散らした。
「君は、まだまだ勉強不足のようだね」
「はい……。ありがとうございました……」
熱心な生徒は席に座った。同時に眼鏡をかけた別の生徒が立ち上がる。
「なぜ先生は、そう否定的なのですか」
「先生には、宇宙の終りが見えている」
「宇宙の終り？」
「宇宙は裂けるのですよ」
「裂けるのですか！」
「なぜなら、この太陽系銀河のひずみが他の銀河より大きいのです」
「ひずみって、ありましたっけ？」
「ブラックホールがいくつかありますよね。あれがひずみです」
「ブラックホールは、ひずみなのですか？」
「最新の研究では、そうなっています」
「宇宙のゴミ箱とばかり思っていました」
「ゴミ箱だなんて、はっはっはっ」
「将来、宇宙は裂けますよ」
「宇宙は、裂ける運命ですか……」
「太陽系銀河を中心に裂けます」
「ところで、太陽系銀河って宇宙の中心ですか？」
「良い質問だね」
「宇宙の中心なんて、何万光年も遠い距離にある。人類は、たどり着くことはできないだろう」


完
